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1 はじめに

ウェブデザインやグラフィックデザインにおいて,

キーワードなどの文字列から自動でレイアウトを提案す

る機構の実現により, デザイナーの作業負荷の軽減につ

ながることが期待される. 人工知能や機械学習を使用し

たデザインのレイアウト生成には, 質問の回答結果から

AI が最適なレイアウト・画像・テキストを選びウェブ

サイトを生成する「WIXADI」[1],ピクセルレベルで合

成するため要素間の依存性把握を苦手とする GAN (敵

対的生成ネットワーク) アルゴリズムとモデル化した意

味論的・幾何学的関係を組み合わせドキュメントレイア

ウト生成を実現した「LayoutGAN」[2], Kikuchi ら [3]

による安定した学習と高品質のレイアウト生成が可能

な「LayoutGAN++」などが提案されている. 本研究で試

作する機構は [1], [2], および [3] の研究と同様にレイア

ウトの自動生成機能を持つが, 本研究におけるアプロー

チではレイアウト生成の根拠を得られるようにするこ

とで, システムによる意思決定プロセスのブラックボッ

クス化を避けることを狙う. 人工知能による機能は予

測・推定結果に至るプロセスが人間によって説明可能な

「XAI (ExplainableAI)」[4]として実装されるべきである

と我々は考えており，本研究ではそのアプローチとして

文字の配置や色などデザインの持つ要素をオントロジー

により概念化した上で, ウェブデザインやグラフィック

デザインのレイアウト案と結果の根拠を示す文章を同時

生成する機能の実現を試みる.
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図 1 ウェブサイト構造のオントロジーの例

図 2 オントロジーに基づく事例のモデル化の例

2 レイアウト提案説明機構

2.1 ウェブデザイン

ウェブデザインは創造的な行為である一方, ユーザビ

リティの観点からすでにユーザの使い慣れた形式に沿っ

て構築したいという要請もある. そこで, 本稿で試作す

る機構ではレイアウト提案における根拠の説明を生成可

能にするため, 配色や画面幅などウェブサイトにおける

基本的な要素についてのオントロジーの構築を進めてい

る. 図 1は,ウェブサイトのレイアウト提案に用いるオン

トロジーの一例である. また,統計的な情報に基づいた根

拠も示せるようにするため, 様々なウェブサイトの構造

を想定してオントロジーに基づいた具体的なモデルの事

例を作成した. 図 2にそのモデル化の例を示す.

構築したオントロジーに基づき, ウェブサイトのレイ

アウトを提案・説明するプログラムを試作した. 本プロ

グラムでは最初に「企業」「自動車」「日本」のようなキー

Copyright     2023 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.2-957

6ZM-02

情報処理学会第85回全国大会



図 3 本機構における説明の出力例

ワードを指定すると, データセットから該当する項目を

抽出する. その後, 各オブジェクトの持つ属性を集計し,

最も多く出現する属性を使用すべきレイアウトとして提

案, その根拠として抽出したデータ全体に対する当該属

性の説明文を表示する. 図 3 にその出力例を示す. なお

本機構は現段階ではオントロジーによる根拠の説明の実

現を目的としており, 一連のプロセスにおける提案内容

の順序付けには機械学習などに基づくものではなく, 単

純なソートが用いられている.

2.2 グラフィックデザイン

バナーなどコンピュータの狭い画面上で使用される画

像や, 名刺・チラシなど社会通念によって創造性がある

程度制限されるグラフィックの多くは, ウェブサイトと

同じく似たようなフォーマットに沿ってデザインされて

いると考えられる. もしも, その制限がウェブデザイン

における状況と類似している場合には, グラフィックデ

ザインにおいてもウェブデザインと同様の手法を用いて

レイアウトの提案及び説明を行えると考えられる. 図 4

に, バナー広告を例として構築したグラフィックデザイ

ンのオントロジーの一例を示す. ウェブサイトと異なり

グラフィックデザインには様々な領域が存在すると考え

られるため, ある程度ジャンルなどの対象を絞りオント

ロジーを構築する必要がある.

3 おわりに

本研究では, ウェブデザインやグラフィックデザイン

の要素をオントロジーで表現し, レイアウト決定を支援

する提案説明機構の試作について述べた. 本稿の試作プ

ログラムではレイアウトの提案及び説明を行う機能の

実装における, 候補の適切な順序づけについては今後の

課題としており, 第 1 節で述べた [2] に代表される機械

学習・人工知能を用いたレイアウト生成技術を併用す

ることで, より的確なデザインの生成および出力される

説明文の精度向上が期待される. キーワード入力やプレ

図 4 グラフィックデザイン (バナー広告)のオントロ

ジーの例

ビュー表示を担う GUI アプリケーションの構築によっ

て, 本稿の主要なターゲットであるデザイナーをはじめ

プログラマ以外の職種に従事する方が簡単にレイアウト

の提案を受けられることへの評価の実施は, 今後の課題

である.
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